
を

か
せ
ぐ
為
の
労
働
、
⑤
収
入
の
よ
り
増
大
を
計

る
為
の
労
働

)

そ
れ
に
、
②
家
庭
外

で
の
娯
楽
の
増
加
や

(
保
育

に
欠
け
る
か
否

か
は
経
済
的
理
由
を
問
わ
な
い

)
⑤
遊
び
場
の
問
題

(
溺
死
と
自

動

車
事
故
が
幼
児
死
亡
率

の
六
五
%
の
多
き
に
達
し
て
い
る
)
等

が
あ
げ
ら
れ
る
。

日
本
は
子
供

の
幸
せ
の
為
に
す
で
に
立
派
な
児
童
憲
章
を
持
ち

又
子

供
を
不
幸
せ
か
ら
守
る
為

の
児
童
福
祉
法
を
施
行
し
て
す
で

に
十

五
年

に
な
る
。
し
か
し
我
々
が
今
日
、
我
が
国

の
児
童
の
生

活
実

態
を
通
覧
す
る
時
、
児
童
に
対
し

て
大
き
な
希
望
を
持
ち

つ

丶
あ

、
反
面
何
か
し
ら
深
刻
な
憂
慮
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
と

い
う

の
は
、
我
々
は
い
た
ず
ら
に
新
規
を
追
う
の
愚
を
く
り
返
し

て
い
る
感
が
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
児
童
保
育
に
対
す
る
公
的

責
任

を
自
覚
し
、
こ
れ
に
基
い
て
各
種
の
方
策
を
講
じ
る
こ
と
に

努
力

し
て
い
る
事
実
は
明
確
に
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
児
童

の
健
全
育
成

に
つ
い
て
は
、
と

れ
迄
の
と
こ
ろ
児
童
そ
の
も

の
だ

け
が
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
、
背
後
の
家
庭
や
地
域
社
会
を
見
詰

あ
る
怒
力
が
お
ご
そ
か
に
さ
れ

て
い
た
様
に
思
う
。
我
国
児
童
福

祉
法

の
規
定

に
見
ら
れ
る
《
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童

の

保
護
者
と
共

に
、
児
童
を
心
身
と
も
に
健

や
か
に
育
成
す
る
責

任

を

負

う

》

の

椿

神

に

則

つ
て

、

児

童

保

育

の

本
質

的

理

解

を

各

自

の
も

の

と

す

る

よ

う

努

力

す

べ
き

で
あ

る

。

「
人

つ
く

り

国

つ
く

り

は

結

局

"
児

童

つ
く

り

だ

」

と

の
言

葉

ど

お

り

、
今

日

の

保

〃

育
は
今
日
の
子
供
を
作
る
の
で
は
な
く
、
二
十
年
後
、
三
十
年
後

の
日
本
国
民
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
児
童
保
育
が
豕
庭
保
育

の
重
要
性
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
の
限
界
性
を
社
会
的
に

補
い
、
家
庭
と
社
会
と
、の
協
力
体
制
が

と
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
最
も

望
ま
し
い
児
童
保
育
の
姿

で
は
な
か
ろ
う
か
。

非

行
少

年

の
実

態

と

そ

の

教

育
、的

補

導

安

田

義

典

最
近
国
際
的
に
も
非
行
少
年

の
増
加
が
見
立
ち
日
本
に
於

て
も

そ
の
問
題
の
重
要
性
を
内
閣
も
認
め
、
社

会
も
そ
の
問
題
対
象
を

各
・万
面
よ
り
考
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に

内
閣
も

こ
の
問
題
を
重
要

視
し
て
、
麻
薬
対
策
と
並
行
し
て
、
青

少
年
協
議
会
を
弛
置
、
内

閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
、
統
理
府

と
都
道
府
県
及
び
市
町
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村

に
も
設
置
し
、
そ
の
対
策
を
立
て
て
い
る
。
し
か
し
非
行
少
年

の
数
は
毎
年
増
加
の

一
路
を
た
ど
り
、
そ
の
非
行
内
容
も
昭
和
三

十
年
を
境
と
し
て
、
以
前
は
経
済

の
不
安
定
の
為
、
そ
れ
に
す
る

非

行
内
容

で
あ

つ
た
が
、
最
近
の
傾
向
と
し
て

「
集

・
暴

・
性

・

累

・
速
」
の
五
字

で
表
現
出
来
る
。
集
は
非
行

の
築
団
化
、
暴
は

非
行

の
暴
力
化
、
性
は
性
的
犯
罪

の
増
加
、
累
は
累
犯
即
ち
再
非

行

で
あ
り
、
速
は
非
行
の
テ
ン
ポ
が
速
く
な

つ
た
事

で
あ
り
、
道

鐇
交
通
法
偉
反
に
関
す
る
も

の
が
最
近

で
は
特
に
目
立
つ
の
で
あ

る
。

こ
れ
ら
非
行

の
内
容
は
、
そ
の
時
代
を
反
映
す
る
も
の
で
あ

り
、
少
年
達
は
大
人
社
会
の
鏡
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
非
行

の
根
本
的
原
因
と
し
て
は
、

一
、
敗
戦
に
よ
る
こ
れ
ま
で

の
価
値
体
系

の
崩
壊
及
び
生
活
規
範

も
の
の
考
え
方
の
不
安
定

一
、
最
近
の
少
年

の
身
体
的
成
長
の
加
速
度
現
象
に
対
す
る
精
神

的
発
達
が
伴
な
わ
な
い
。

一
、
家
庭

、
学
校
、
職
場
及
び
社
会

に
於
け
る
、
少
年
の
欲
求
不

満
因
子
の
増
加
。

一
、

マ
ス

・
コ
ミ
の
商
業
主
義

に
ょ
る
暴
力
、
性

に
関
す
る
宣
伝

に
よ
る
剌
戟
の
増
大

一
、
機
械
文
明

の
発
達
に
伴
う
、
余
暇
時
間

の
増
大

以
上
五
ッ
を
上
げ
る
。

非
行
問
題
の
観
点

に
関
し
て
、
安
部

治
夫
氏
の
よ
う
に
非
行
少

年
自
体
に
問
題
点
を
置
く
場
合
と
、
出
射
義
夫
氏

の
よ
う
な
大
人

の
社
会
、
家
庭
即
ち
環
境

に
問
題
点
を
置
く
場
合

が
あ
り
、
即
ち

刑
事
処
分
と
保
護
処
分
に
分
か
れ
、
少

年
法
に
於

て
は
保
護
処
分

と
刑
事
処
分
が
含
ま
れ
て
い
る
ば
か
り

で
な
く
、
保
護
処
分

そ
の

も
の
が
す

で
に
少
年

の
保
護
育
成

の
機

能
と
社
会
公
共

の
福
祉
を

守
る
機
能
を
兼
ね
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
機
能
が
結
合
し
て
少
年

法
は
成
立
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
の
視
点
を

こ
の
よ
う
に
し
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
非
行
閥
題
を
考
察
す
る
場
合
海

彼
達
を
取
り
巻
く
環
境
と

心
理
状
態
を
充
分
理
解
し
、
特
に
累
犯

の
多
い
事

に
焦
点
を
合
わ

せ
、
累
犯
者
と
ー

・
q
の
関
係
を
奈
良

少
年
刑
務
所
及
び
同
監
別

所
を
対
象
と
し
て
調

べ
非
冖47
内
容
及
び

環
境
に
つ
い
て
考
え
、
そ

の
結
果
、
累
犯
者
を
防
止
す
れ
は
単

に
代
数
的
な
減
少
だ
け

で
な

く
幾
可
学
的
な
減
少
結
果
を
得
る
事
が
出
来
た
。
そ
し
て
境
界

緑

児

に
関
す
る
累
犯
状
態
と
現
行
の
教
育

制
度

の
あ
り
方
に

つ
い
て
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述

べ
、

そ

れ

に
関

す

る

行

政

面

の

セ

ツ

シ

ヨ

ナ

リ

ズ

ム
的

な

考

え

方

を

問

題
点

と

し

て
考

え

、

最

後

に

実

際

面

の
補

導

方

法

を

「
ロ

ウ

エ

ル

・
カ

ー

ル

の
補

奪

の

三

原

則

」

に

基

ず

き

、

中

学

生

に
ど

の

よ

う

に

応

用

出

来

る

か

と

、

そ

の
問

題
点

に
関

し

て
述

べ
、

最

終

目

的

で

あ

る

予

測

、

予

防

の
面

に
関

し

て

、
調

査

結

果

よ

り

私

的

結

論

を

出

す

。

非

行

少

年

問

題

を

考

察

す

る

湯
合

、

又

対

策

を

立

て

る

場

合

、

国

家

及

び

社

会

が

一
団

と

な

つ

て
、
社

会

の
浄

化

、

経

済

の
安

定

身

分

的

差

別

の

敝

廃

、

及

び

彼

達

の

心

理

状

態

の

理

解

、

特

に

内

面

的

な

埋

解

が

必

要

で

あ

り

、

こ

の

た

め

に

は

カ

ウ

ン

セ
リ

ン
グ

が

必

要

で
あ

る

と

同

時

に

彼

達

の

「
も

の

の
考

え

」

の
確

立

、

即

ち

信

念

を

も

つ
よ

う

に
我

々

は
今

後

彼

達

を

動

磯
ず

け

せ

ね
ば

な

c
a
s
e
‐
w
o
r
k

_

_　
r
o
u
　
‐

ら

な

い

。

こ

の
た

め

に

も

、

ケ

ー

ス
・

ワ

ー

ク

、

グ

ル
ー

フ

・
ワ

w
o
r
k

c
o
m
m
i
n
i
t
y
-
o
x
g
a
n
�
z
e
t
i
_o
n

ー

ク

、

コ

ミ

ニ
テ

イ

・
オ

ー

ガ

ニ
ゼ

ー

シ

ヨ

ン
を

単

に

理

論

的

に

学

ぶ

の

で

な

く

、

そ

れ

ら

を

実

践

に
生

か

し

て

初

め

て
役

立

ち

、

又

そ

れ

が

理

論

と

な

つ
て

あ

ら

わ

れ

る

の

で

あ

る

。

即

ち

、

埋

論

s
a
n
d
‐
w
�
t
c
h

と

実

践

の

サ

ン

ド

ウ

イ

ツ

チ
的

な

積

み

重

ね

に

よ

つ

て
行

な

わ

ね

は

な

ら

な

い

。

こ
れ

は

社

会

福

祉

事

業

に

麗

す

る

、

あ

ら

ゆ

る

面

に

適

合

す

る

こ

と

で

あ

り

、

こ

の

よ

う

に

行

う

の

が

社

会

事

業

の

本

来

の
姿

で
あ

り

、

又

我

々

の
任

務

で

も

あ

り

、

義

務

で

も

あ

る

。
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